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病原菌：かびによる病害で２種類の病原菌がいます。
１．バーティシリウム・ダーリエ菌

（Verticillium dahliae）
２．バーティシリウム・ロンギスポラム菌

（Verticillium longisporum）

ハクサイ黄化病とは

病徴：下葉が黄化し、その後ハクサイ株全体が
黄化・枯死します。

１．株全体の黄化（写真１：特徴的なハボタン症状）
２．下葉の黄化（写真２：特徴的なV字型の黄変）
３．茎導管部位の褐変（写真３）

写真１株の黄化 写真２葉の黄化

写真３導管部位

特徴：ハクサイの重要土壌病害であり、発病すると大
きな減収となります。本病はキタネグサレセンチュウ
により発病が助長されます。
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診断手順

土壌調査

病原菌調査

センチュウ調査

土壌理化学性
調査

発病調査

発病度調査

問診

栽培履歴

発病履歴

耕種概要
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栽培

１）土壌調査、発病調査、問診により発病ポテンシャルを算出
２）発病ポテンシャルに応じた防除対策を選定・実施
３）栽培後 診断・防除対策の評価、次年へフィードバック
４）上記情報を圃場カルテとして保存
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１.発病診断・・診断項目①

診断項目 調査方法 留意点など

前作発病度 圃場ごとに３か所（１か所
10-30株）を選び発病の有
無を調査します。発病株率の
平均値を発病度と表します。

下葉の黄化など
軽度の発病も発
病株として扱い
ます。

発病ポテンシャル
レベル３：前作発病度50%以上
レベル２：前作発病度25～50%
レベル１：前作発病度０～25%

発病調査

調査記録
・発病度を記録します。
・発病調査と同時に、
品種などの耕種概要を
聞き取り記録します。
・過去の発病履歴や圃
場における発病の偏り
の有無を聞き取り記録
します。

調査方法

１.発病診断・・診断項目①

診断項目 調査方法 留意点など
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2.土壌診断 センチュウ密度調査・・診断項目②

診断項目 調査方法 留意点など

土壌中のキタネグサ
レセンチュウ密度
（ベルマン漏斗法）

１）圃場の複数点よ
り深さ10-15㎝を
目安に土壌を採取し
ます。
２）ベルマン法によ
り土壌からセンチュ
ウを分離します。１
圃場の土壌よりベル
マンは３セット行い
ます。
３）ベルマン法によ
り分離されたキタネ
グサレセンチュウ検
出の有無を調査しま
す。

センチュウ調査
方法の詳細は、
「線虫学実験法
（日本線虫学会
編 2004）」
を参照してくだ
さい。

発病ポテンシャル
レベル２、３：キタネグサレセンチュウ検出
レベル１ ：キタネグサレセンチュウ不検出

キタネグサレセンチュウベルマン法による
土壌からのセンチュウ検出
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診断項目 調査方法 留意点など

病原菌検出 １）土壌をサンプリングしま
す（１圃場５地点）。サンプ
リングには土壌採取器を用い
て、深さ5㎝～20㎝の土壌を
採取します。
２）サンプル土壌を混和しま
す。混和後は、篩がけしPCR-
DGGEに供試します。
３）PCR-DGGE解析により
糸状菌相の多様性と黄化病菌
の検出の有無を調査します。

PCR-DGGE法
は土壌微生物相
の解析に有効な
DNA解析手法で、
方法は下記で閲
覧できます。
農業環境研究所
のHP
（http://www.niaes.affrc.
go.jp/project/edna/edna_j
p/manual_bacterium.pdf
）

2.土壌診断 病原菌の検出・・診断項目③

発病ポテンシャル
レベル２、３：黄化病菌検出
レベル１ ：黄化病菌不検出

←

糸状菌相と病原菌

DNAバンドで多様性や
黄化病菌（赤の矢印）の
有無がわかります

土壌のサンプリング風景
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評価方法

＜発病リスク１＞
診断項目①、②、③いずれも発病ポテンシャル１

＜発病リスク２＞
診断項目①は発病ポテンシャル１
診断項目②、③のいずれかが発病ポテンシャル２
で中発生が懸念される

<発病リスク３>
診断項目①、②、③の２項目以上が
発病ポテンシャル２または３
で多発生が懸念される

発病リスク評価
診断項目①～③の発病ポテンシャルより
以下の方法で算出します。

総合評価
上記で算出した発病リスク評価を基に
問診結果や土壌理化学性評価を加えて
総合的に判断します。
＜総合評価＞

問診により、①連作年数が長い、②過去に多発した経緯が
あることなどが明らかになった場合は評価した発病リスクを
さらに高いリスクにあげる必要性があります。

土壌理化学性評価により、養分バランスが不良の場合は施
肥設計に留意が必要です。
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診断票

診断項目 発病ポテンシャル

１
発病ポテンシャル

２
発病ポテンシャル

３

①前作発病度 ０～25% 25～50% 50%以上

②病原菌 検出無し 検出 検出

③キタネグサ
レセンチュウ

検出無し 検出 検出

＜発病リスク１＞
診断項目①、②、③いずれも発病ポテンシャル１

＜発病リスク２＞
診断項目①は発病ポテンシャル１
診断項目②、③のいずれかが発病ポテンシャル２
で中発生が懸念される

<発病リスク３>
診断項目①、②、③の２項目以上が
発病ポテンシャル２または３
で多発生が懸念される

問診
問診により、①連作年数が長い、②過去に多

発した経緯があることなどが明らかになった場
合は評価した発病リスクをさらに高いリスクに
あげる必要性があります。
土壌理化学性

土壌理化学性評価により、養分バランスが不
良の場合は施肥設計に留意が必要です。

判定リスク値

総合判定
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対策

発病リスク 防除メニュー

リスク１ ★①耐病性品種を用いる
②緑肥（エンバクなど）栽培・すきこみ

リスク２ ★①耐病性品種を用いる
★②ダゾメット粉粒剤などによる土壌消毒の実

施
（ダゾメット粉粒剤は30kg/10aを全面に均一散布し、

ただちに混和する。混後すみやかにポリマルチ等で10～
14日間被覆し、２回以上耕してガス抜きを行う（定植
21日前まで、１回））

③緑肥（エンバクなど）栽培・すきこみ

リスク３ ★①耐病性品種を用いる
★②クロールピクリンくん蒸剤による土壌消毒
の実施

（クロールピクリンくん蒸剤マルチ畦内処理とし、畦上

に間隔30㎝ごとに３ml注入し、ただちにポリマルチ等
で被覆する。処理後はガス抜きをしないで15～21日後

に定植する（１回））

★③輪作の実施
④緑肥（エンバクなど）栽培・すきこみ

防除対策の選定
総合評価により算出した発病リスクに応じた
防除メニューを実施します

防除対策のコスト（概算）
・緑肥

エンバク ヘイオーツ種子 15kg/10a   ：約18,700円
・土壌消毒

クロールピクリン剤 16.5kg/10a   ：約16,086円

上記の他に施用などに関わるコストも必要となります。

★は必須の防除対策をしめしています。
2015年12月17日現在の農薬登録により作成。
農薬の使用にあたっては登録内容を確認してください。
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留意点など

参考資料
・長野県農業経営指標

https://www.pref.nagano.lg.jp/nogi/keiei/keiei-top.html

・PCR-DGGE解析手法

http://www.niaes.affrc.go.jp/project/edna/edna_jp/manual_bacterium.pdf

・線虫学実験法

日本線虫学会編 2004

・ハクサイ黄化病の次世代土壌病害診断マニュアル

（指導者向け）農業環境技術研究所

・日本植物病害大事典（岸 國平 編集）全国農村教育協会，東京，p362

・長瀬陽香・丹羽理恵子・松下裕子・池田健太郎・山岸菜穂・串田篤彦

・岡田浩明・吉田重信・對馬誠也（201５）
圃場におけるハクサイ黄化病発生程度とPCR-DGGE法に基づく土壌微生物相の関係.. 

日植病報. 81: 9-21

・山岸菜穂・横澤志織・串田篤彦・對馬誠也・石山佳幸・藤永真史（201３）

長野県におけるハクサイ助長要因とその耕種対策の検討.. 

関東東山病虫研. 60: 153

留意点
・診断項目の診断指標および防除メニューの防除技術は基準で
あり、地域の実情に応じて調整する必要があります。

・防除に係る薬剤のコストは長野県農業経営指標を参考に支出
した金額であり、実態にあわせて算出する必要があります。

・防除薬剤については、 2015年12月17日現在の農薬登録に
より作成しました。農薬の使用にあたっては登録内容を確認し
てください。
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